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国土交通省は国土交通大臣の諮

問機関「今後の治水対策のあり

方に関する有識者会議」の初会

合を12月3日に開きました。この

会議は、「できるだけダムによ

らない治水」への政策転換を進

めるとの考えに基づき、幅広い

治水対策や新しい評価軸の考え

方を提言することを目的として

います。

◆ダムの問題点

民主党は「コンクリートから人へ」

のスローガンを掲げて選挙を戦い、

国民から広い支持を得て政権交

代を成し遂げました。いよいよ

スローガンを実行に移す段階に

入ったわけです。民主党のマニ

フェストでは公共事業について、

ダムに代表される「時代に合わ

ない国の大型直轄事業は全面的

に見直す」こととしています。

ダム事業には様々な問題点が指

摘されています。例えば八ッ場

ダムでは当初見込みの総事業費

2110億円が4600億円へと一気に

倍以上に増額修正されました。

また、工期も当初の平成12年完

成が平成27年に数度に渡り延長

されました。ダムなどの大型公

共事業は費用、工期とも増えて

いく傾向が伺えます。また、完

成してからもゲートの操作や機

器の補修等で維持管理に年間何

億円もの費用がかかります。少

子高齢化が進行し、国の借金が

ＧＤＰの1.8倍に膨らむ中でのお

金の使い方が問われています。

また、砂が下流に流れないため

に砂浜がなくなり、海岸が浸食

されたり、水質の悪化や生態系

を破壊するなどの問題も指摘さ

れています。

◆｢幅広い治水｣とは

このため「できるだけダムによ

らない治水」が求められている

のですが、どのような方法があ

るのでしょうか。具体的にいく

つかの方法が考えられます。①

堤防を川の外側に移動させて川

幅を広げることにより、河川の

断面積を大きくする。②放水路

を整備して洪水を放水路で分派

させ、下流河川の流量を減らす。

③河川敷の田んぼなどの遊水池

に洪水を一時的に溜めることで、

下流河川の洪水流量を低減させる。

④公園や校庭など、流域の様々

な場所に一時的に雨水を貯留する。

⑤道路や歩道を透水性舗装にす

ることで雨水を地下に浸透させる。

そして⑥森林の保全などが挙げ

られています。

「森林の保全」がなぜ治水にな

るのでしょうか。樹木が根を張

ることで土砂の流出を防いだり、

何も生えていない荒廃地よりも

格段に高い保水機能を持つこと

になるのです。大きなスポンジ

に水を吸い込ませる要領です。

日本学術会議の答申では森林機

能の貨幣評価が行われ、洪水緩

和機能は年間6兆4686億円、水資

源貯留機能は8兆7407億円に上り

ます。非常に大きな保水力を持

つ森林ですが、林業の衰退によ

り間伐が行われないことが問題

となっています。杉などの林が

過密になり日の光が下方に届か

なくなることで植生が衰退し、

土壌が消失、森林の保水力の低

下が全国的に進行しているのです。

森林の保全が求められています。

（了）

会　会のご案内

　私は「渇すれど盗泉の水を飲ま
ず」の言葉のもと、利権ではなく
信念に基づいた政治を行うため、
一円たりとも企業献金を受けず、
政治資金パーティーも行っており
ません。私の政治活動は「まぶち
会」に入会してくださった方々か
らの寄付（個人献金）によって支
えられています。
　主旨にご賛同頂ける方は、お気
軽に下記までご連絡ください。

まぶちすみお後援会事務所
0742(40)5531

 新たな治水へ
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まぶちすみお上野国政報告会＆懇親会、予算案作成作業

「　　　 会」「　　 　会」「　　 　会」
についてのご案内についてのご案内についてのご案内

会の名称：「まぶち会」
　　　　　（政治資金管理団体に同じ）�
会　　費：年間寄付金（一口）10,000円
期　　間：一年間（政治献金）
�

　｢まぶち会｣には、二つの目的があります｡一つは､私を応援して
くださる皆様が一つになれる場所を提供すること｡もう一つは､｢一
円たりとも企業献金を受けない｣という信念の私の政治活動を｢ま
ぶち会｣に入会していただき年間寄付金(政治献金)で支えていただ
くことです。
　私は｢同じ目線｣ということにこだわってきました｡｢まぶち会｣
は､後援会長を頂点とした従来の政治家のピラミッド型の後援会組
織とは異なる､フラットなネットワーク型の新しい組織形態と活動
を目指しています｡ぜひ､皆様の入会をお待ちしております｡

　｢すごい所へ来てしまった｣

最初の感想がまさにこれです。

 せっかくだから冒険しようと

思い立ち､初めての海外旅行に

選んだのはインドでした｡いく

つかの旅の思い出から､今回は

特に心に残っていることを書

こうと思います。

　施しを求める人に囲まれた

経験はアジアへ旅されたこと

のある方は大抵お持ちだと思

いますが､ご多聞にもれず私も

そうでした｡知識として知って

はいたつもりでしたが、実際

に目の当たりにするとやはり

ショックで､その度ごとにお金

を渡している自分がいました｡

といっても日本円にしたらほ

んとにわずか数十円､多くても

百円くらいのことです｡

　しかし､ある日ふと気付くと､

はじめは驚きの目で見ていた

光景―こちらに呼びかけてく

る人や、近寄ってくる子供な

ど―を無視出来てしまってい

る自分がいました。

　現地での滞在に慣れたと言

えばそれだけかもしれません｡

でも､｢人種差別なんてするこ

とはない｣と思っていた自分が

そんな冷たい態度をとったのは､

肌の色や言葉が違うからなの

ではないのか､もしあの中に同

じ日本人の顔(特徴)をした人や､

同じ言葉を使う子供がいたら､

同じことを自分は出来たのだ

ろうかと今でもそのとき渡さ

なかった10円に悩みます｡

　どうしたらよかったのか正

解は無いのかもしれませんが、

もう一度同じような体験をす

るときには後悔をしないよう、

ちゃんと答えを見つけられる

ようにしっかりと自分を成長

させていきたいと思います。

　　　　　　　　　（ハマー）

10円に悩む　

◆後援会「まぶち会」とは

入会のお申込、詳しいお問い合わせは
まぶちすみお後援会事務所
ＴＥＬ　0742(40)5531　までお願いいたします。
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